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(57)【要約】
　本発明は、タービンエンジンの補機アセンブリに関す
る。補機アセンブリが、サポート構造体（３）と、一組
の主軸受（６）を介してサポート構造体（３）に結合さ
れている伝動軸（４）であって、伝動軸（４）が、端部
分（８）を備えており、端部分（８）が、アキシアル方
向において一方の主軸受（６）に対して突出しており、
端部分（８）が、伝動軸（４）に伝達されたトルクが所
定の設計上の閾値を超えた場合に破断するように構成さ
れている剪断頸部（１１）を備えている、伝動軸（４）
と、サポート構造体（３）の外部に配置されている歯車
（１２）であって、利用時における運動入力部材を形成
しており、所定位置において端部分（８）に結合されて
いる、歯車（１２）と、を備えており、剪断頸部（１１
）が破断した場合であっても、歯車（１２）が単一の補
助軸受（２０）を介してサポート構造体（３）に結合さ
れた状態を維持しており、補助軸受（２０）が、主軸受
（６，７）とは相違し、アキシアル方向において剪断頸
部（１１）と歯車（１２）との間に配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービンエンジンの補機アセンブリであって、
　前記補機アセンブリが、
　　　サポート構造体（３）と、
　　　一組の主軸受（６）を介して前記サポート構造体（３）に結合されている伝動軸（
４）であって、前記伝動軸（４）が、端部分（８）を備えており、前記端部分（８）が、
アキシアル方向において一方の前記主軸受（６）に対して突出しており、前記伝動軸（４
）に伝達されたトルクが所定の設計上の閾値を超えた場合に破断するように構成されてい
る剪断頸部（１１）を備えている、前記伝動軸（４）と、
　　　前記サポート構造体（３）の外部に配置されている歯車（１２）であって、利用時
における運動入力部材を形成しており、所定位置において前記端部分（８）に結合されて
いる、前記歯車（１２）と、
　を備えている、前記補機アセンブリにおいて、
　前記剪断頸部（１１）が破断した場合であっても、前記歯車（１２）が、単一の補助軸
受（２０）を介して前記サポート構造体（３）に結合された状態を維持しており、前記補
助軸受（２０）が、前記主軸受（６，７）とは相違し、アキシアル方向において前記剪断
頸部（１１）と前記歯車（１２）との間に配置されていることを特徴とする補機アセンブ
リ。
【請求項２】
　前記補助軸受（２０）のアキシアル方向位置が、ラジアル方向において前記歯車（１２
）の歯と位置合わせされていることを特徴とする請求項１に記載の補機アセンブリ。
【請求項３】
　前記補助軸受（２０）が、ラジアル方向及びアキシアル方向の両方においてサポート機
能を有している要素によって形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の補
機アセンブリ。
【請求項４】
　前記補助軸受（２０）が、滑り軸受とされることを特徴とする請求項３に記載の補機ア
センブリ。
【請求項５】
　通常動作状態において、前記補助軸受（２０）と前記伝動軸（４）との間において、又
は前記補助軸受（２０）と前記サポート構造体（３）との間において、ラジアル方向間隙
が形成されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の補機アセンブリ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タービンエンジンの補機アセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　概して、タービンエンジンの補機アセンブリを動作させるために、動作入力部を形成し
ている歯車と、補機アセンブリの内部シャフトと角度固定された状態で当該歯車に接続し
ている伝動軸と、を利用することが知られている。
【０００３】
　一般に“クイルシャフト”と呼称されている伝動軸は、保護機能を有している。このよ
うな保護機能に基づいて、伝動軸は、“剪断頸部”と呼称される脆弱領域を有している。
“剪断頸部”は、例えば比較的狭小な断面によって形成されており、伝達トルクが所定の
閾値を超えた場合に破断するように構成されている。上述の歯車は、補機アセンブリのシ
ャフトから独立して、当該歯車のアキシアル方向側面それぞれに配置されている２つの軸
受を介して、固定構造体に結合されている。これら軸受は、上述の剪断頸部が破断した場
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合に、伝動軸の一部分と共に歯車を支持する。
【０００４】
　上述のタイプの解決手段は、特に小型且つ軽量な構成とすることができないので、あま
り満足のいくものではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上述の課題を単純且つ安価に解決することができるタービンエンジン
の補機アセンブリを提供することである。本発明では、タービンエンジンの補機アセンブ
リが請求項１に規定されている。
【０００６】
　本発明について、非限定的な実施例を表わす添付図面を参照しつつ説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明におけるタービンエンジンの補機アセンブリの好ましい実施例を表わす、
一部省略して明瞭にした長手方向断面図である。
【図２】図１の一部分を表わす詳細な斜視断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、タービンエンジンの補機アセンブリ１の（一部を表わす）概略図である。
【０００９】
　補機アセンブリ１は、サポート構造体３と（一部を表わす）伝動軸４とを備えており、
伝動軸４は、軸線５に沿って延在しており、サポート構造体３に回転可能に結合されてお
り、２つの主軸受６を介してアキシアル方向において固定されている。主軸受６はそれぞ
れ、歯車７の互いに対して反対側に位置する側面に配置されるように、アキシアル方向に
おいて離隔されており、歯車７は、伝動軸４に対して固定されている。この場合には、主
軸受６は摩擦軸受とされ、伝動軸４を支持するように機能するばかりでなく、潤滑液シー
ルとしても機能する。主軸受６は、転がり軸受であっても良い。
【００１０】
　好ましくは、伝動軸４は、単一部材から形成されており、歯車７は、別体の部品とされ
、伝動軸４に装着されている。代替的には、伝動軸４は、互いに対して固定されている幾
つかの部品から構成されており、及び／又は、歯車７は、伝動軸４と一体化されている。
【００１１】
　伝動軸４は、主軸受６からサポート構造体３の外側に向かって延在している端部分８を
備えている。特に、端部分８は、サポート構造体３に収容されているセクション９と、サ
ポート構造体３の外部に配置されている端部セクション１０とを備えている。
【００１２】
　セクション９は、いわゆる“剪断頸部（shear neck）”１１を備えており、剪断頸部１
１は、端部分８の残り部分より狭小化された断面によって形成されており、伝動軸４によ
って伝達トルクが設計上の閾値を超えた場合に伝動軸４が破断する地点を形成している。
好ましくは、剪断頸部１１は、主軸受６のための結合面に直接隣接しているアキシアル方
向部分に配置されている。
【００１３】
　図１に表わすように、補機アセンブリ１は、歯車１２を備えており、歯車１２は、サポ
ート構造体３の外側に配置されており、図示しない変速機のギアボックスからの回転運動
を受ける運動入力部材を形成している。
【００１４】
　図２に表わすように、歯車１２は、所定位置において端部セクション１０に結合されて
いるハブ１３（詳細は図示しない）と、軸線５に関するラジアル方向平面に位置している
と共にアキシアル方向においてサポート構造体３に面しているディスク１５と、ディスク
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１５の外周に沿って配置されている歯１４と、ディスク１５をハブ１３に接続している錐
台状部分１６とを備えている。
【００１５】
　本発明の一の実施態様を表わす図１を参照すると、歯車１２と端部セクション１０とは
、剪断頸部１１が破断した場合であっても、依然として軸受２０を介してサポート構造体
３に結合されている。軸受２０は、アキシアル方向において剪断頸部１１とハブ１３との
間に配置されており、優位には、ラジアル方向及びアキシアル方向の両方におけるサポー
ト機能を有するように選定されている。好ましくは、軸受２０のアキシアル方向部分が、
ラジアル方向において、歯１４及びディスク１５と位置合わせされている。このような構
成によって、傾斜モーメントの発生を防止することができる。
【００１６】
　好ましくは、軸受２０がセクション９に装着されており、セクション９をサポート構造
体３に直接結合するように構成されている。通常運転状態において（すなわち、剪断頸部
１１が損傷を受けていない場合に）、軸受２０とセクション９との間には、又は、軸受２
０とサポート構造体３との間には、比較的大きいラジアル方向間隙が形成されているので
、接触ひいては不静定状態を回避することができる。通常運転状態において、相対運動す
る表面同士の摩擦の発生を常に防止することができる。
【００１７】
　言い換えれば、通常運転状態では、端部分８が、軸受６によって支持されている片持ち
式とされる。トルクが、剪断頸部１１を通じて、伝動軸４から駆動すべき補機に伝達され
る。伝動軸４に作用するトルクが伝達可能とされる設計上の限界閾値を超えた場合に、伝
動軸４が剪断頸部１１において破断されるので、伝動軸４の残り部分から分離される。こ
のような状況において、軸受２０は、端部分８に干渉し且つ端部分８を支持しているので
、歯車１２は、正確に回転可能に支持された状態を維持されており、歯車１２によって、
上流に配置されている変速機のギヤボックスは破損されない。
【００１８】
　好ましくは、軸受２０は、必要な結合を得るように形成され且つ機能し得る摩擦軸受と
される。
【００１９】
　代替的には、軸受２０は、転がり軸受とされ、サポート構造体３の内部に且つ軸受２０
の外輪と軸受２０のシートとの間にラジアル方向遊隙を設けることによって、正確な結合
を実現することができる。
【００２０】
　上述の内容から、本発明に係る解決手段は、比較的少数の構成部品から成り、且つ、ア
キシアル方向において極めて小型化されていることが明らかである。歯車１２は、剪断頸
部１１が破断した場合であっても、軸受２０のみにおいて支持された状態を維持している
からである。
【００２１】
　さらに、剪断頸部１１が破断した場合であっても、歯車１２は、サポート構造体３に拘
束された状態を維持しており、他の付加的なサポート構造体及び／又は付加的な伝動軸を
必要としない。
【００２２】
　さらに、錐台状部分１６の形状は、ラジアル方向において歯１４を軸受２０と位置合わ
せさせること、ひいては剪断頸部１１が破断した場合における軸受２０に対する傾斜モー
メントの発生を防止することに貢献する。
【００２３】
　最後に、本出願で説明及び図解した解決手段は、その単純さに起因して、比較的簡便に
且つ急速に取り付け可能であることは明白である。
【００２４】
　上述の内容から、特許請求の範囲によって規定される技術的範囲から逸脱しないことを
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条件として、補機アセンブリ１を改良及び変更することができることは明白である。
【００２５】
　さらに、上述のように、端部分８は、例えばスプライン結合を介して伝動軸４の残りの
部分に結合されている要素から形成され、及び／又は、歯車１２は、例示の形状とは異な
る形状に成形される場合がある。
【符号の説明】
【００２６】
　　１　補機アセンブリ
　　３　サポート構造体
　　４　伝動軸
　　５　軸線
　　６　主軸受
　　７　歯車
　　８　端部分
　　９　セクション
　１０　端部セクション
　１１　剪断頸部
　１２　歯車
　１３　ハブ
　１４　歯
　１５　ディスク
　１６　錐台状部分
　２０　軸受

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】



(7) JP 2017-534797 A 2017.11.24

【図２】
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【国際調査報告】
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